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シユーベルト歌曲への一考察

演奏者の位相から－

泉恵得

緒言

これ迄に，ドイツ・リート(DasDeutschesLied)について書かれた

ものは，そう少なくないと言える。日本語に翻諜されたものだけでも

相営な数になる。ところが，それらの殆どは，音楽畢者等がそれぞれ

の立場一つまり音楽畢の立場から書いたものである。古くはA-ア

インシュタインや,0-E-ドイッチュ，新しくはw.ヴィオーラやw.

デュル然り。彼等は作曲家の生涯を辿り，作曲の過程や背景，その時

の心理状況や私生活の出来事一それはつまり，誰を好きになったと

か，失懲したとか－を事細かく調べ上げ，その結果この曲は生まれ

るべくして生まれたという結論を導き出す。これらは縄て畢問的な評

債の上で書かれているわけで，そこには演奏上の評債は含まれてない。

ところが，音楽皐者が名曲だと如何に雲高に叫んだとしても，楽譜そ

のものは音楽ではないし,書かれた文章も勿論音楽ではない｡演奏家が

その曲を演奏して始めて音楽に成り得る事は，周知の事責である。そ

れ故，或る曲の評債については，音楽墨的立場からの評債だけでは片

手落ちということが言えるわけで，演奏的立場からの評債も必須なの

である。(ひょっとしたら，これに加うるに,鶏取者的立場からの評債も

併せて三位一鉢というのが理想的評債かもしれないが)。これ迄はそう

いう匿い視野からの言及が殆どなかったきらいがある。然し乍ら，そ

れは音楽皐者だけの責任ではなく，演奏者にも責任の一端はある。即

ち，演奏する人間というのは，屡々，音を作り上げることに較べて，自
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己の演奏的理念を論理的に鉢系づけて文章化するという事に静り熱心

でなかった－もっとはっきり言えば，苦手だった－という事情が

あったのである。私の知る限り，唯一の例外はD・フイッシヤーー

ディースカウ(註')であり,彼は演奏家的立場から幾つかのすぐれた本を

書いている。

以上の経緯と理由から，私はドイツ・リートについてのアプローチ

を，演奏者的立場から多くの作曲家の作品について行ないたいが，本

篇は先づシューベルトの作品についてである。

シューベルト歌曲の概観

先ず最初にシューベルトの歌曲を概観し，その特徴を掴んでみたい。

然し乍ら，音楽に限らず雲術全般に於いて，或る作家の作品を特徴付

けるというのは，難しいものである。何故なれば，作家というものは，

日々護展しているものであり，年代や時代によって鍵わってくるし，

責生活(プライヴェイト)の在り様によっても影響を受ける。又，歌曲

の場合だと，テキスト(文畢)や，場合によってはそれを歌ってくれる

だろう歌手(演奏家)の都合にも左右される場合がある。だが，その作

曲家の持っている本来的資質というのは内在しているわけだから，そ

れに的を富てれば，要約的な把え方一即ち概観一は或る程度可能

だし，又，その事によって，シューベルト歌曲の本質を浮かび上がら

せる一つのアプローチが出来るのではないかと思う。

（1）旋律の歌謡性

シューベルトの歌曲について極めてディレッタント的に言えば，馴

染み易く歌い廉い，そして美しいメロデイーという事である。だから

「菩提樹」や「セレナーデ｣｢鱒｣｢子守歌」等，多くの歌曲が愛唱され

ているのである。視黙を愉えれば，歌曲だから歌謡性があるのは或る

意味で富然だし，又，歌謡性という言葉も，や鼻もすると安直な意に
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解される恐れがあるが，換言すれば，歌心を刺激する旋律の美しさが

あり，歌ってみると矢張，歌いよい(singbar)フレーズで作られてお

り，歌えば歌う程その旋律の魅力に酔って，更に何回でも歌い績けた

いという慾求が湧いて来るという事である。世の中には，歌いにくい

非歌謡性（歌曲）も多々有るし，護費の高等テクニックを用いないと

歌えない曲も又有るのである。それから，これは多少附加的な意味合

いを持つが，シューベルトは往々にして瞬時のうちに作品を書き上げ，

静り推敵をしなかったばかりか，すぐ忘れてしまい，後で自分の曲を

聞いて「あ＞い＞曲だね，誰が作った曲かね？」(註2)と訊いたという逸

話が幾つか博わっている。この様に湧き出ずる泉の如貧に，楽想に任

せて作曲するという一側面は階にあった。晩年一と言っても，彼は

31歳迄しか生きないが－はそうではなくなるのだが，そういう彼の

創作過程に於ける態度と資質とが，歌謡性のあるメロディーを作らせ

たのだろうと思われる。

（2）旋律の民謡性

シューベルトが民謡を多く編曲したり，作品に取り込んだりしたと

いう意味ではなく，彼の歌曲の中に，民謡的な色彩を多分に滞びてい

る曲が多いという事である。民謡というのは,有節歌曲(StrofenLied)

の形式を取っている場合が殆どだが，シューベルトの歌曲にもこの有

節歌曲形式の曲が多く，就中，歌曲蕊「美しき水車屋の娘」迄はこの

形式か，或いはそれから一歩踏み出した鍵化有節形式で作曲した曲が

多い。又，シューベルトの旋律の音程構造を見ると，四度音程や五度

音程が多く，これは，民謡の基本構造と一致する｡(註3)即ち，民謡とい

うのは菖人に歌われる篇に，音程が平易でなければならないのである。

それと同じ要素をシューベルトの歌曲も持っているわけで，この事が，

彼の歌曲が民謡性と指摘される理由であり，それは又,(1)の項目で述

べた歌謡性の特色とも重複する因子となっている。
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（3）リズムの特性

シューベルトの歌曲に於いて，最も際立った特性は，これ迄に述べ

たメロディーではなく，むしろリズムにあると思う。それは，アルシス

というリズムである。彼の歌曲に於いて，このアルシスの占める割合

が非常に多く，その篇，シューベルト音楽の核心とも言うべき旋律の

解放性,飛期性,蕊展性等の要素が造形されるわけである。このアルシ

ス・リズムは，歌曲に限った事ではなく，シューベルトの交響曲やピア

ノ曲，器楽曲等，全ての作品について言える。籾て，こ＞で蛇足乍らア

ルシスについて一言触れておこう。一般にリズムというものは，大別
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してアルシスとテージス(註4)に分ける事が出来る。これは,ギリシア語

から来た言葉で，アルシスは上方への指向性，テージスは下方への指

向性を意味する。どちらも日本語として定諜が無いので，便宜上アル

シスを浮瀞リズムとか飛期リズムと呼んでいる。このアルシスとテー

ジスのリズムが最も大きく問題になるのはグレゴリオ聖歌の演奏の場

合であり，指揮者と歌唱者とが，キロノミーをどう作るかという鮎で，

極めて重大な役割を措っているのである。具鉢例で示してみよう。

譜例2.Standchen.
Rellstab．

誓妻

童 雲蕊
註：丸印を附した音符がアルシス

たった4小節の引用だが，この微々たるフレーズにさえ，アルシス

のリズム構造の特徴がはっきり見える。目Iち，譜例に示した歌唱部の

全ての音符16個のうち12個が，アルシス及びアルシス的傾向を持って

いる。それをパーセンテージにしてみると，75％になる。この様にア

ルシスというリズムが，シューベルト音楽の本質を槍う核を形成して

いる事がよく解る。因みに，テージス・リズムを多く使って音楽を書

いたのはベートーヴェンであり，それ故，彼の場合には，音楽の飛期

性の替わりに精神性を確得しているのである。

（4）ハーモニー

ハーモニーに開しては，2つの特徴を塞げたい。先づ第一に轄調で

ある。四度や五度の轄調は勿論のこと,三度の中でも，短三度の轄調と

いうのは，それ迄も普通に使われていた技法だが，シューベルトは長

三度の轄調という新しい技法を取り入れ,それを開拓,護展させる事に
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よって高度で,且つ幅匿い音楽表現を可能にしたのである。目Ⅱち,彼は，

この長三度の轄調という作曲技法を確立する事により，ハーモニーの

幅を一廻り豊かにしたと言えるだろう。因みに，ウィーン古典派の轄

調技法を見てみると，頻繁に使われた五度や四度の轄調は，和養的に

みれば罵調や下属調への稗調，移行であり，又，短三度の韓調も平行

調的，もしくは同主調的韓調であり，そのいずれも，所謂近親調への

轄調，移行であった。それは，ウィーン古典派で確立されたソナタ形

式なるもの鼻提示部及び再現部等での轄調を参照すれば，菖人が首肯

する事柄である。ところが，シューベルトに於ける長三度轄調という

のは，例えばハ長調から鍵イ長調へ，或いはハ長調からホ長調へとい

う様な移行であり，近親調への移行とは違う。恐らく営時の人々には，

可成大臆な轄調という風に感じられ，又その耳には，恰も雷天の霞震

の様に響き，その斬新さが次第に新しい魅力となっていったのではな

かろうか。

譜例3.DerNeugierige.

錘ホ長調一→卜長調
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もう一つの特徴は，ハーモニーの内養にある。即ち，主旋律を受け

持っているソプラノ･パートの音を鍵えずにずっと引き延ばし，その間

に下三費でもって和萱を鍵化させて行く技法である。それは，換言す

れば瞬間的韓調とも言えるもので，極めて精妙な音色の鍾化を作り出
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す｡たとえてみれば,それは廻り燈篭や寓華鏡の様に，一瞬ごとに様々

な形と色彩とを織り上げつ鼻錘幻自在に推移する様なものである。こ

の技法はシューベルトが濁自に護見したわけではなく，ベートーヴェ

ンにもその初期的包芽を見出す事が出来るが－例えば｢熱情ソナタ」

の第二楽章冒頭等々Jシューベルトは，更にそれを何歩か押し進め，

濁自の語法として確立したのである。

譜例4．交響曲口短調（未完成）

第2楽章

雪

,匡
産＝

一
》
一
坪

一
》
一
一
一
一
架
一
一

一
Ｊ
一
一
弓
｛
一
毒
一
一

一
癖
一
鍔
一
学
’
’

’
一
｝
庁
一
口
一
一
一
三
‐
’

一
三
一
一
王
一
一
宮
一

一
一
一
」

一
三
一
『
一
三
三
一

‐
川
一
Ｉ
Ｉ
ｉ

－
Ｅ

－

' 一

（5）伴奏書部に於ける内容表現

シューベルト以前の歌曲に於けるピアノ伴奏は，歌を軍純に支える

だけのものでしかなかった。多少の例外を除くと，大抵は分散和音を

弾いて歌の従者の役割をするか，リズムを刻む事によってテンポを知

らしめるという程度の所に滞っていたと言える。然し乍ら，テキスト

の内容が漸次鍵化するにも拘らず，伴奏音形が錘わらないという事は

不都合が生じるわけで，シューベルトはこれに異和感を感じたに違い

ない。その創作過程の初期の頃から，テキストの内容に畠Uした伴奏誉
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部を書いている。その篇には，これ迄塞げて来た色々な作曲技法が必

要なわけで,「必要は創造の母｣というアフォリズムの通り，彼は，柔軟

で充資した伴奏費部を書く馬にこれ等の技法を編み出したのではなか

ろうか。そして，これ等の技法を駆使して,それ迄の作曲家達が成し得

なかった音楽表現を伴奏賛部で賞現したのである。それは例えば，テ

キストから要求される感情の昂揚や弛緩，希望や失望，↓憧れや諦めば
そよ

かりでなく，樹々のざわめき，風の香りや戦ぎ，月の光，小川のせ〉ら

ぎ等々，賞に多様な表現が微細に亙って出来る様になり，その事が,巨

視的評債をすれば，人間の感情表現を重視したロマン派音楽の先躯者

としての役割りを果たすという事になったのである。即わち，シュー

ベルトは，伴奏賛部の表現でもって，音楽史というものを何歩か前に

進めたと言える。

（6）聯作歌曲桑

聯作歌曲桑の第一誌は,ベートーヴェンの「遥かなる懲人に寄すAn

diefemeGeliebte｣を指すのが音楽史の定説だが,富時にあって新しい

方式であったこの聯作歌曲蕊という歌曲形式を護展させ，確立したの

がシューベルトである｡所謂三大歌曲桑を書く前にも,小規模乍らテキ

ストからの要求に膳えて聯作的に作った曲が幾つかあり,例えば,ゲー

テの小説｢ヴィルヘルム･マイスターの修業時代｣から作曲した，3曲か

らなる｢堅琴弾きの歌｣や,ウォルター･スコットの｢湖上の美人｣から取

った7曲の聯作等(註5)，これらは小聯作歌曲と呼べるものである。その

後,「美しき水車屋の娘DieschoneMiillerin」に始まって,｢冬の旅Win-

terreise」で極めて高い水準での音と言葉の結びつきと，全曲を通じて

の掴い聯鎖的完結性に達し，最後の「白烏の歌DieSchwanengesangJ'註6）

では，聯鎖性は｢冬の旅｣ほど掴くはなく，テキストも複数の詩人から

取られているが,音と言葉の開係を極限まで突きつめた,革新的(前衛

的）な手法に迄踏み込み，リート創作の開拓者としての金字塔をうち
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建てた。これが「三大歌曲桑」であり，この聯作歌曲桑という新形式

の確立により，後に績くシューマン，ブラームス，マーラー等多くの

作曲家が次々と聯作歌曲桑を書くのである｡(註7）

各曲へのアプローチ

緒言でも述べた様に，ご〉で幾つかの曲を取り上げ，演奏者の立場

からシューベルト歌曲について書いてみたい。演奏者の立場という事

は，つまり音そのものを通じた鉢験という事である。平たく言えば，

どのテンポで歌うか，解輝はどうするかという事に始まって，どんな

誉で歌うか？彊弱は？音色は？伴奏は？等々，多様な要素から成り立

ち，演奏を終えた後，何度でも歌いたい，何時間でもこの音楽的雰園

気に浸り績けたいと思うかどうか，これが謂わぱ演奏者の生理であり，

直観である。前に述べた通り，楽譜そのま〉では生きた音楽にならな

いのだから，演奏意慾を刺激する曲か，歌う喜びを味あわせてくれる

曲かどうかという事は，音楽畢的アプローチに封置する大事な側面で

ある。それは丁度たとえてみれば，ロマン派の音楽が，それ迄取り上

げられなかった部分一書よりも夜，理性よりも感性，遠心性よりも

求心性一を重視した事と合致すると言える。更に付け足せば，その

ロマン派の扉を開いたのは誰あろう，シューベルトその人であった。

籾て，シューベルトは600鉄りの歌曲を書いたから，その全部を取り

上げる事はとても出来ない。それで，幾つか代表的な曲を抜粋(Aus-

wahl)する。

魔王Erlkonig

この曲は,「糸を紡ぐグレートヘン」と共に最も早い時期の作品で，

「ハガールの嘆き」の次に書かれた作品である。然し乍ら，僅か17～

8歳で,除り前例になかった通作形式を使って作曲した事自鉢驚嘆に値

するが,営時の批評家には,恐らくその斬新な形式故に受け入れて貰え
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ず,エキセントリックに作曲したと論評されている｡「フランツ.シュー

ベルト氏は，本来の意味でのリートを作曲しないし，作曲する意固も

なく……た萱自由な形式の歌を作曲する。そのいくつかは奔放すぎて，

そのいずれもが奇想的とか幻想的としか呼びようがない…』(註8)と1824

年6月のライプツィヒの「音楽一般新聞」に書かれた。籾て，この曲

に於いて難しく，且つ楽しい事は，4つの賛一それは語り手，父親，

子供，魔王一を如何に使い分けるかという事につきる。何度も歌う

事によって雲の音色，掴弱，リズム，アゴーギク等を研究し，それを

躯使して4種類の誉を使い分け，それぞれの言葉に即した表現をしな

くてはならない。シューベルトは，そう歌う様に書いてある。特に最

後のレチタティーヴォinseinenArmendasKindwartotをどう歌うか，

これに演奏の成否が掛かっている。又，もう一つ付け加えると，この

曲は所謂バラードという形を取っていて，物語としての筋を持ってい

るから，それがよく解る様に演奏するのも肝要である。

譜例5．

糸を紡ぐグレートヘンGretchenamSpinnrade

「魔王」に於けるピアノ伴奏部が，終始馬のギャロップを表してい

たのに封し，こ〉では常に紡ぎ車の模倣をしている。6／8の拍子で,左

手は八分音符，右手は十六分音符という音形に乗って歌われるが，歌

ってみて，これが賞に心地よい。又，伴奏部だけを繰り返し何回弾い

ても倦む事から遠い。即わちそれは，この音楽がよく書かれていると

いう事である。中間部で音楽が昂揚し,seinKuB!という歌詞の所で
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音楽が一度停止する。糸車を繰る手が止まるとか,糸が切れる等,解輝

は自由だが,その後ppでためらいがちに弾き出され,五小節目に又本来

の流れに戻る様に書かれているが,こ〉での音楽の作り方が,ピアニス

トの技何を問われるところである。そして，最後のanseinenKiissen

vergehensolltで2回大きく盛り上がるが，この部分は，特に演奏者の

意慾をかきたてる。vergehenという言葉のアクセントとメロデイーが

五度跳躍するのと合致しているので，聾を載せ易い。その後，再び我

に錦ってMeineRuhistbinと咳く様に歌う所も,音色の使い方をそれ

迄と愉えなければならないが，それも又，愉しみの一つである。

譜例6.GretchenamSpinnrade.
AusGoethesFaust.

野ばらHeidenroslein

この曲の歌う喜びは，先づリズムである。ピアノ伴奏の左右の手で

交互に刻まれる八分音符が定績音的に奏され，間奏の部分だけ十六分

音符で違うリズムになっている｡つまりこれは,少年(einKnab)の屈託

のない足取りを模倣しているわけで，従ってこのリズムを生かし，う

まく乗って歌うのが肝要である。次に，3回繰り返し歌われるRoslein,

Roslein,Rosleinrot,の作り方である。この曲はバラードになっていて，

物語が推移して行く。それ故,Rosleinrotの部分だけ|司じ様に歌うの

は不自然であろう。シューベルトも，このフレーズはニュアンスを愉

えて歌う様にと，態々 nachgebendという指示を書いている。もう一

つ護音上の細かい留意黙を書き加えるなら，大事な言葉Rosleinにつ

いてである。Rosslein(仔馬)との需豊上の混同を避ける篇,Rosleinの
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s子音は濁点にした方がよりよい。

譜例7．

月j↓邸e砿B.(J=...)Op.3.K93.
I巽一トー声i､PPP5コ三n_ii卜F一内3PSー詞
呼＝垂~蚕･』‐＝一一ユーーーーダー守上一･‐’．，
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汝に挨拶をSeimirgegruBt

これは又,前奏からしてロマンティックな曲である｡雨手の八分音符

で奏されるメゾ・スタッカート，その後に績く右手のシンコペーショ

ン・リズム，そして，歌唱部に終始出てくるクロマティックな旋律線，

それら総てが，控えめで優しい情愛に満ちたこの曲を作り上げる要素

となっている。特に,際立って美しい所が2箇所あり，1つはderaNeid

derSchicksalsmachtezumVerdrusseであり，もう1つは，音楽の貌付

きがはっきり愉わっている部分Wiedumirje……gliihendstemErgusse

の所であり，音楽の作り出す大きな波のうねりと，前に指摘したハー

モニーの特徴一即ち，同じ音のメロディーに封して内書が鍵化して

いくやり方一が見事に音楽として機能しており，演奏者にとって大

きな魅力となっている。又，何度も出てくるseimirgegruBt,seimir

gekuBt…の半音階進行や，木霊の様に繰り返されるリフレイン部分に

軍められている深さや憧れ，優しさ等，限り無く美しい所が全篇に鎮

められている。

譜例8．

L己匁g皿加.

“zer"｡〃”eナ〃伽叉愈祁9．1
OLLL1，，，，，
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鱒DieForelle

ピアノ伴奏部が鱒の泳ぐ動きを描馬しているのは，誰でも気附く事

である。十六分音符で書かれている六聯音の半音階進行が見事に鱒の

動きを活寓しているし,水面近くに浮かび上って来たり,川底深く沈ん

だりする様子まで,オクターヴの音の跳躍によって暗示している。この

前奏の音形は三番で多少鍵化するが，常に鱒の動きを微妙に追い乍ら

全曲通して書かれている。歌のメロディーは八分音符が支配的で，そ

れは明るく，リズミカルに,或いは跳ねる様に歌うのに適している。又，

時々出てくる十六分音符の四聯音が効果的で，総じてアルシス・リズ

ムに，そして又，自由なアゴーギクで歌詞の意味を浮かび上がらせ乍

ら歌う事が出来る様に作曲されている。三番で，釣り人が策を廻らせ

て水を掻き筒Lし，鱒を釣り上げるその劇的迫員性をどう作るか。そし

て又，それに績く部分一音楽的には元に戻った形一の諸々の感情

－それは鱒に封する憐澗や同情，諦め，腹立ち等の複雑な感情一

をどう表現するか。これが演奏者にとっての課題であり，又逆に言え

ば，汲めども蓋きい演奏の魅力を湛えている部分である。

譜例9．
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汝こそ憩いDubistdieRuh

曲の前半は，静かな内省性と深い精神'性とを持った音楽である。前

奏を聴くだけで，人は誰でも敬虐な気持になるであろう。それは，一見

草調に聞こえる伴奏の十六分音符の聯讃が，賞は大きな表現力を示し

ているのである｡よく言われるアフオリズムの様に『偉大な事は軍純な

事』なのであって，こ鼻にその典型が示されている。後半は，前半とう

って愉わって大きく盛り上るので，替楽的には誉を十分に解放する事

が出来る。DiesAugenzelt,vondeinemGlanzalleinerhellt.は2回繰り

返されるが，2度目のerhelltの所は，フオルテからdecresc.が書かれて

いて,1同目とは違う歌い方が要求されている。高い音でdecresc.す

るというのは,高度の護養技術が必要だが，うまく成功した時には,費

と言葉と音楽とが三位一鉢になった何ものにも替え難い喜びがある。

譜例10.

I
I睡李卿一幸:',I照
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一

籾て次に，三大歌曲蕊から数曲ずつ取り上げて書く事にする。

《美しき水車屋の娘DieschoneMullerin》より

ぃづこへWohin？

全曲を通じて，伴奏部は一貫して十六分音符によって川の水のざわ

めきを表わしている。歌はそれにレガートで乗って行くのだが，この

旋律線の乗せ方と描き方がうまく書かれているから，何度でも歌いた

くなる音楽である。歌の技術としては，メロデイーがうまく流れる榛
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にする馬に，言葉－特に子音一の捌き方が重要なポイントとなる。

リズム的には八分音符が支配的だが,DieForelleの場合と同様,時々 出

てくる十六分音符をどう扱って生かすか，これが一つの鍵だし，演奏

の面白みでもある。中間部のOBﾖchlein,sprich,Wohin？の所は,矢張

レチタティーヴォ的に表現されるべきだし,最後に盛り上って住曲lich

nach!と延ばして終わる部分は，絶妙なピアニッシモが営然要求され

ていて，小川のせせらぎが遠のいて行く様に，謂わば遠近法的手法で

書かれている。

譜例11.

I毒菱蓑
翌,，’唾一
J 一

Ich

OuH..88
＝早口■､に.an

謁弓ｦ－－奉弓ラニチ寺

涙の雨Traenregen

4小節の前奏は，冒頭から増三和音で始まり，その後も経過音や不

協和音的な和音が使われている。その馬に満たされない，！壊疑的な気

分が立ち軍めている。この部分だけを聴くと，後期ロマン派の音楽の

様に聞こえ，シューベルトが如何に時代を先取りして音楽を書いてい

たかという一つの護明にもなっている。間奏として屡々出てくる八分

音符と十六分音符の聯なりは，川のざわめきであると同時に主人公の

心象風景一心のざわめき－をも表しており，こういうテクスチュ

アが，シューベルト音楽の本質であり，員債の一つと言える。四番で
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は轄調して短調になるが，これは歌詞からの要求であり，同様にade!

ichgehnachHausの部分が,今度は長調に鱈ずるのも同じ理由からで

ある。この様に歌詞の内容を充分に汲み取り，それを音楽に生かそう

とする姿勢と手法は，シューベルトに於いては水際立って居り，演奏

者には，それをどう表現するかという問題と楽しみが併存している。

譜例12.

n L人．
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好きな色DieliebeFarbe

とぼとぼ歩く様な，或いは咳く様な，極めてinnichな音楽で前奏が

始まるが,聞き手はこの4小節が弾かれるだけで,シューベルトのリー

ト世界へ導かれる。歌唱誉部も，求心的，内向的な旋律線とリズムで

おずおずと内気に歌われ，除り盛り上りを見せない。然し，歌詞の要

求に膳え乍ら何同かの轄調を経過する旋律線は，精々感傷的な色を滞
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びつ上も,極めて美しい｡何同歌っても魅力の槌せない美しさを持って

いる。又,前奏と後奏に何回も頻出するCresc.とdecrsc.だが,これは音

楽のうねりと同時に，心のうねりをも意味しており，この様にシュー

ベルトのリートに於いては，音形が常に内的必然’性を持っている。

譜例13.
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嫌な色DieboseFarbe

前奏の開始は弱音で弾かれるが，3小節目から急に彊音になり，三

聯符の和音が角笛(Jagdhorn)の音を模して激しく打鍵される。これは，

懲敵である狩人に封する気持を表したものである。この三聯音はその

後も随所に現われ，恰も，後年ワーグナーが楽劇で使ったライト・モ

テイーフの如くに,効果的に描入される｡後半部Horch,WennimWald

einJagdhornSchallt,daKlingdihrFensterlein,の部分は，伴奏部が三

聯符の十六分音符になっているのに封し，歌唱部は本来の十六分音符

か附黒占音符となって,リズムが噛み合わない。つまりこれは，狩人(懲

敵)の角笛に同調せず，否定し抵抗している事を，シューベルトはリズ
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ムで表しているのである｡それに封してade,ade!と彼女に別れを歌う

部分では,伴奏と歌のリズムがぴったり歩調を揃えており，シューベル

トの見事な構成と演出に脱帽すべき所である。尚，2回目のdeineHand

で，ナポリ六度の和音が使われているのも見逃してはならない。これ

は，空虚感や疎外感を，この和音によって表そうという，シューベル

トの意匠なのである。

譜例14.

I

■.~吐夕ドノ'r－P.＝’■■
Ichm6ch-teziehnindieⅥUthinausDhin‐ausindiewei-teWelt;we､､，s
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《冬の旅Winterreise》より

溢る〉涙Wasserflut

4小節からなる前奏は，右手の三聯符に封し左手の附黙音符という

風に，リズムに於いて微妙な組儲がある。勿論バロック的解程を採れ

ば，三聯符に附黙音符を揃えて弾けるが，涙が滴り落ちるという必然

｣性を考えれば，こ上はあくまでも，シューベルトの書いた通りのリズ

ムを遵守すべきである。然し乍ら，過去の音楽史の中で，伴奏部にこ

れ程までの音楽的内容を盛り込んだ作曲家は居なかった。伴奏部だけ

でなく，歌唱部のリズムも三聯符，八分音符，附黙四分音符，十六分

音符と，色々の音符が不規則に出て来て，謂わば不定形となっている

のも，前述の理由からである。1番，2番とも，歌唱部の最後で大き
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くうねり乍ら盛り上りを作っているが，手稿譜を見ると，賞はこの部

分は3回書き直されている。これは，シューベルトが如何に推敵を重

ねたかという事の護明である。それ故，演奏者は安易に賛を張り上げ

る事なく，細心の配慮と共に賛を解放しなければならない。

譜例15．
Zα電sα加.

顧り見Ruckblick

作曲者は,テンポについての指示をNichtzugeschwindと書き記して

あるが，殆どが八分音符で書かれている事と，言葉がその八分音符全

部に付けられているという事の馬に，賞際は可成速いテンポに感じら

れる。ここでの大きな問題は言葉の捌き方であり，伴奏のリズムに乗

って言葉が正確，且つ明瞭に調音された時，この曲のスピード感と相

侯って，歌唱者の音楽的，護養的喜びは倍加する。中間部は同名調に
やや

轄調し，梢々緊張が緩んで，和んだ雰園気の中で過ぎし日の楽しい思

い出が語られるが，その後は再び前の短調に戻る。歌詞の内容を汲み

取り，それを浮かび上らせる蔦にこの様な轄調が行なわれ,その結果，

気分の建化，時間の推移，場所の移動等が，絶妙に表現されている。

譜例16．（次ページ）
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mDieKrahe

この曲で,前奏の五小節の中に軍められているものは,鴨という烏だ

けにとどまらない｡－空の色や高さ,大気の匂いや温度は勿論,「冬の

旅」をする人の，或る種諦念に近いふつきれた心象風景一さえも表

されている。歌の最初は咳やきで始まる。そして，中間部では鴨に語

りかける。荒涼たる極限状況の中では，鴨しか話す相手は居ないのだ。

そしてmeineLeibzufassen？のドラマ性1メロディーが美しければ

美しい程，この部分の劇的迫員性は逆に浮かび上がる。演奏者は，こ

の2つの要素のコントラストとバランスを取るのが難しいが，やりが

いのある音楽である。最後はTreuebiszumGrabe,と最大に盛り上っ

ているから,聾も十分解放すべきである。次の曲LetzteHoffnungと共

に，半ば狂気の世界を表現しているが，シューベルトに至って音楽と

いうものが，終に狂気を表わす様になったのである。

譜例17.
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道しるべDerWegweiser

疲れ果てた歩みを暗示する様な前奏に導かれて，歌も端ぎがちに歌

い出される。Habejadochから同名調に轄調し，すぐ又五小節目から

別の短調へ移るその音楽の鍵化,そして,間奏部の殆ど一小節ごとに鍵

わる和音の音色の絶妙さ等，シューベルトが精魂章めて作曲した事が

よく解る。EinenWeisersehichstehenからは咳く様な,或いは自分に

言い聞かせる様なモノローグが延々と繕き，伴奏部は八分音符で，こ

れ又延々と｢運命の音SchicksalsTon｣を刻む。この様な手法で劇的迫

員性を作り出した音楽は嘗て無く，シューベルトの濁創であり，時代

の先を行っている音楽である。最後の数小節になって，やっと四分音

符のかたまりが出てくるが，これは運命に身を委ねるしかないという

諦念の吐露であり，音楽が哲皐的な深み迄踏み入っている。

譜例18.

〃
″
Ⅱ

｛

Il

I

旅篭屋DasWirtshaus

深く沈潜した音楽である。然し乍ら暗さはあまり感じられず，むし

ろ水鏡の様な，一種透明感のある明るさが漂っている｡テンポは,停ま

っているかの如くに遅い。それは,作曲者がSehrlangsamと指示した

通りである。歌のメロデイーは，前半2回繰り返され，とりたてた鍵
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化は無いが,薯えてみれば，日本豊の様な動い旋律線を持っており，演

奏者が歌えば歌う程,その内に有る滋味とも言える様な音楽が,徐々に

にじみ出て来る不思議な魅力を持っている。曲は後半大きく盛り上り，

生きて行く情熱が未だ失せてないのを暗示する｡bintodlichschwerverletzt,

の部分では,何でもない普通の準固有和音的経過音だが,旋律とハーモ

ニーと言葉とが庫然一鉢となっており，絶妙な音楽となっている。

譜例19.

嬉琴票嘉雲
《白鳥の歌Schwanengesang》より

愛の使いLiebesbotschaft

ピアノ伴奏部の三十二分音符の音形は，まぎれもなく小川のざわめ

きを表している。而もそれは曲全鉢を通して徹底している。即ち，

RauschendesBachlein,sosilbernundhell.というテキストからの要求

によるが，それを完壁に賞現している。中間部では歌のリズムが緩く

なって，四分音符と八分音符が支配的となり，川が上流から流れ下っ

てゆったりとなった事と,WennsieamUfer,inTraumeversenkt.とい

う言葉の内容の表現という二つの役割りを果たしている。その後，歌

は長三度の轄調を経て，又元のリズムに戻るが，全曲を通じて三十二

分音符に乗って流れる歌のメロデイーは起伏に富み，六度や十度の跳

躍もあるが，それも必然性の裏付けがあり，美しく心地よい。

譜例20.

Zお加〃(･人趣凡g“加
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セレナーデStandchen

この曲の最大の特徴は，一小節ごとにハーモニーが愉わるという事

である。同じ和音が二小節と績かず，すぐ鍵化する。これは富時とし

ては，殆ど前衛的と言ってい〉程，革新的な事であっただろう。然し

乍ら，これは何もシューベルトが奇を街ったわけではなく，ひとえに

歌詞の要求に雁えた結果である。木の間隠れに射してくる月の光の刻

々と鍵化する様，風の色，樹々の戦ぎ，夜ﾛ帝鴬の遠く近くに聞こえる

聾，或いは懲人を待ち望む憧れと焦燥等，総てが刻一刻鍵化している

わけなのである。だから，演奏者にとって最も心を砕くべき事は，こ

のハーモニーにどうリアクションを取り，どう音色を微妙に鍵化させ

るかという事である。それは又，演奏の大きな喜びに通じる。

海漫にてAmMeer

最初に出てくる増五，六の和音が，この曲の総てを語っていると言

っても過言ではない。懲の甘さと傷み，喜びと哀しみ，希望と'悔恨等，

言葉ではとても言い表せない事の総てを，シューベルトはこの和音一

つに凝縮している。歌のメロディーは，波のうねりを暗示するかの様

にゆったりと上下するが，歌ってみると，特にサブドミナントの和音

に，海の麿大なひろがりを賞感する。次の伴奏部に出てくる三十二分

音符をトレモロにして効果的に使い，歌詞の1番では潮の満ちてくる

様，2番では感情が昂揚してくる様という風に，詩の内容と作曲技法

とが，緊密に結合した好例である。間奏はたった一小節だが，内賛の

ハーモニーにシューベルトらしい特徴が出ている。2番のmichhatdas

ungluckselgeWeib以下は，この曲の表現の中心だから，充分に馨と感

情とを解放しなくてはならない。
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譜例21．

’

影法師DerDoppelganger

作曲者の速度指示はSehrlangsamであり，且つ殆どの音符が附黙

二分だから，恰も音楽が停止しているかの様に聞こえる。而も前奏の

ハーモニーが空虚五度だから，責存感が稀薄であり，テキストの内容

一影法師一を前奏の四小節で象徴的に表現しているのである。こ

の空虚五度の使用は,シューベルトの場合屡々見られ「冬の旅｣のDer

Leiermannでも効果的に使われている。歌はポツリと咳く様に歌われ

る。いや，これはもう歌という概念から大きくはみ出しているし，テ
ためら

ンポの所篤で祷曙いがちに聞こえる。こういう音楽が嘗てあっただろ

うか。メロディーと言えない様な旋律線とい＞，言葉の蕊せられ方と

い鼻，これは後のワーグナーの歌唱様式Sprachgesangの魁と言える。

だから，どういう音色とタイミングで言葉を護するかが演奏者にとっ

てのポイントだし,所謂,歌ってはいけない。中間部からは漸く音楽が

動き出し,旋律線も鍵化し始める。そしてmeineeigneGestalt.で一つ

の頂鮎に達する。この中間部以降は，音楽による心理描罵が大膳な手

法で，而も極めて精織に書かれており，演奏者はそれに膳え，更に自

己のファンタジィを投入しなければ，表面をなぞっただけの軽薄な演

奏に陥ってしまう。こ坐にこの曲の難しさと深さがある。そして最後

の盛り上がりsomancheNachtからinaltenZeitまでの哀傷，後奏の

ナポリ六度和音と七の和音，そして最後のピカルディ三度和音と，最

後迄多くの難開と山を幾つも持っている。然し乍ら，山が高ければ高
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い程，それに挑む演奏者の気持も高まるのは，営然の事である。

譜例22.

鐸

’窒巽
鳩の使いDieTaubenpost

四小節の前奏で導かれるスタッカートとシンコペーションとがこの

曲の｣性格と雰園気とを決定付け,又,歌い手の気持を引き立ていざなう

役割りを果たしている。この曲の魅力は，リズムと轄調による音色の

建化だと言えよう。伴奏のリズム構造を分析してみると，一小節内に

於いて，前奏の二拍がシンコペーションによってテージス・リズムに

なっているのに封し,後半の二拍はアルシスである。つまり，前半の重

さと後半の軽さとでもって，鍵化とバランスがうまく調和しているの

である。又，轄調に閥して言えば，矢張り三度の縛調一こ坐では短

三度だが－がキー・ポイントであるが，もう一つ長二度の轄調も極

めて自然に，そして効果的に機能している。この自然な韓調というの

は,シューベルトの作品全鉢について言えるが,この曲ではそれが更に

練達の域に達し,殆ど前触れなく長調から短調へ,そして又別の調へと

自在に行き来し，瀞泳する。周知の通りこの曲が31歳で死んだシュー

ベルトの絶筆だが,人生の最後に来て,これ程明るく，慰め（Frost)に満

ちた曲が書かれたという事に救いを感じる。これは彼からの，後世に

封するメッセージである。シューベルトは最晩年，このザイドルの詩

を意識的に索したのではなかろうか。何故なら遣作である｢白鳥の歌」

の中で前半の7曲はレルシュタープの詩によっており，後半の6曲は

ハイネの詩に附曲されているが，ザイドルの詩はこの1曲だけがまぎ
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れ込んだ様に而も最後に置かれているからである。とまれ，テキスト

の中に出てくる言葉dieSehnsuchtとdieBotintreuenSinnsとは，音楽

を指していると解されるし,シューベルトにとって,時間と場所を超越

して,人の心と心とを結び付けるものが音楽そのもの一目ﾛち，シュー

ベルトにとっての'Faubenpost-だったと感じられるからである。

譜例23.

Pｰｰ

’
結語

シューベルトの歌曲を,私は30年近く演奏して来た｡最初の頃は，テ

キストの軍語を一つ一つ瀞書と首っ引きで調べ乍ら，或いは，ピアノ

伴奏の音を一音づつさぐり乍らという状態から始まった。賛に開して

も，ドゥンケル0(オー)やウムラウトの護音が喉に掛かって響かなか

ったり，後ろに引っ込んだりで，ドイツ語の歌曲は難しくて苦手だな

あと言うのが正直な感想で，出来たら避けて通りたいと思っていたの

だが,音楽の美しさに魅かれて歌っているうちに,困難を乗り超えて自

分の音楽にしたいという積極性に次第に鍵わって行った。そして，大

事院もオペラ科ではなくリート科を選び，修士論文は，シューベルト

の「白鳥の歌」を取り上げたのであった。

籾て，本稿は，シューベルトの歌曲について，演奏者の立場から一

つの考察を行なったわけだが，この30年近く，色々なリートの本を讃

んで，ちょっと違うなあと異和感を憶える時が多々あり，それは何か

と考えた時に，緒言で述べた様な音楽畢者と演奏家との立場の根本的

な違いに思い至ったのである。本稿に於ける最初の構想では，歴代の

演奏家についても言及する徴定だったが，決められた紙数が蓋きてし
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まった。次の機曾に委ねたい。た夏，それについては膨大な資料収輯

が前提だが，レコードの出現以前の演奏家達についてはそれが全く不

可能だから，資料としては，不十分となる宿命を負っている。博聞と

して書き遣されたものも勘なく，例えばシューベルトの友人で，その

歌曲を多く歌い－謂わば初演した－或いは彼の音域や養に合う様

に想定してシューベルトが作曲したと思われるミヒァエル・フォーグ

ルという歌手についてさえ，今で言えばワーグネリアン歌手の様な立

派な萱を持っていたという意外,除り資料的には書かれてない。又,私

自身の事情を正直に言えば，この拙稿は，責はミラノで書いたのであ

る。沖縄に居る間に仕上げたかったが，諸搬の事情でそうなってしま

い，従ってレコードやテープ等が皆無の情況で，シューベルト歌曲の

演奏家達への言及は出来なかったというのがもう一つの理由としてあ

る。とまれ，シューベルト歌曲についての演奏家論というのは是非纏

めてみたいテーマであるから，私自身の今後の課題の一つである。

【註解】

註1.DietlichFischer=Dieskau(1924年ベルリン生）バリトン歌手。

現代最高のドイツ・リートの演奏家。

註2．営時のシューベルトの友人達の何人かが書き博えており，最も

有名な逸話は，突然湧き上った「菩提樹」の楽想を，五線紙が無

かったので，目の前のレストランのメニューに書いたという話。

然し，これについては信渥性が薄い。

註3．これについては，吉田秀和氏「シューベルト」(吉田秀和全集第

5巻）に詳しい。

註4．水嶋良雄著「グレゴリオ聖歌」参照。
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註5．この7曲の中に有名な「AveMaria」が入っている。

註6．この歌曲桑はシューベルトの死後,編集者によって纏められ,タ

イトルを附けられたもので，作曲者本人が聯作歌曲桑として一つ

に纏めたかったかどうかという事については，判然としない。

註7．シューマンは「ミルテの花｣｢詩人の懲｣｢女の愛と生涯」等，ブ

ラームスは「若きマゲローネのロマンス｣，マーラーは「亡き児を

しのぶ歌｣，「さすらう若人の歌」等々・

註8．ヴァルター・デュル箸（喜多尾道冬諜)ri9世紀のドイツ・リー

ト」83ページ参照。
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